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研究成果の概要（和文）：戦後７０年以上が経ち、平和博物館はこれまでのように戦争体験者の存在に頼ること
が難しくなっている。本研究は、この課題に向き合うための新たな展示のあり方を提起することを目的としてい
る。そのために、これまでの平和博物館の展示の課題と戦争体験のない世代による継承の実践について検討し、
これをもとに従来の時系列的な展示とは異なる新たな展示手法を用い、来館者の戦争体験に対する主体的な思考
を促すことを重視する展示を企画し制作し、来館者調査や展示評を行った。来館者を受け手から伝え手に転じ、
戦争体験に対する主体的な思考を促す契機を提供する展示の有効性を提示することができた。

研究成果の概要（英文）： 70 years after the end of the World War 2, peace museums can no longer 
depend on survivors to assist interpretation of historical experience on the exhibition floor. This 
research aims to present new type of exhibition to communicate war experience in such era. First, we
 examined issues within conventional peace museum exhibition and developing practices of second 
generation and third generation. Then based on the findings, we developed exhibition with 
unconventional composition, emphasizing on the importance of audiences' critical thinking toward 
historical experience, and  conducted audience research and exhibition review. This exhibition 
presented the affectivity of inducing audiences' critical thinking toward war experience through 
flipping them into addresser.

研究分野：博物館学

キーワード： 博物館展示学　平和博物館
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでの平和博物館展示は戦争体験を伝えることに主眼を置いていた。本研究では、継承は伝え手と受け手
のコミュニケーションの中で成立することを重視し、戦争体験から何を汲み取るのか、受け手が主体的に考える
ことこそ戦争体験継承展示の要であることを提起し、戦争体験展示における着眼点を転換した。
　これをもとに実際に展示を制作することで、歴史や継承そのものの意味を来館者に問うアプローチや時系列を
遡る歴史展示など、戦争体験継承展示における新たな展示方法を提示できた。展示評と来館者調査でその意義が
確認された。また、解釈を来館者にゆだねながらも考察を深めてもらうアプローチを続けることの困難と重要性
も指摘された。



１．研究開始当初の背景 
（１）1960 年代に戦争体験継承の重要性が広く唱えられるようになり、1970 年代から 80年代
にかけて修学旅行などで展示を見学して体験を聞く実践が展開され、平和博物館は戦争体験継
承の場とされている。全国に平和博物館数が増加した 1990 年代以降、若い世代に展示を見学
させて体験者の話を聞かせることで、戦争体験を継承させるとする認識と実践が定着した。こ
のことは、資料の集積によって事実を提示するだけの展示では、戦争を人間の体験として伝え
きれないことが、博物館、体験者、平和学習をすすめる学校団体などに共通の認識として理解
されていたことを示す。 
 
（２）体験者から直接話を聴くことが難しくなりつつある現在、平和博物館では、証言映像の
アーカイブ化や、体験の無い「伝承者」が体験者に代わって体験を伝える取り組みなどを進め
ている。しかし、見学者が歴史資料に人間の戦争体験を感じ取ることができたのは、実際に歴
史をくぐり抜けた体験者に対峙する経験があったためである。従来の歴史展示に証言映像のデ
ジタルデバイスを加えたり、体験者の証言内容を伝承するだけでは、今後見学者に戦争体験に
向き合う姿勢を呼び起こすことは難しい。平和博物館では新しい展示アプローチが必要とされ
ている。 
 
２．研究の目的 
（１）この状況を踏まえて、本研究では、様々な領域の研究者と博物館の実務者の協働によっ
て、今後の戦争体験継承展示に求められるものを明らかにし、体験者が不在の中でも、見学者
が戦争体験を継承することができる展示のあり方を提起することを目的としている。 
 
（２）その際、現在定式化している展示や戦争体験継承の問題点を明らかにした上で、戦争体
験のない者が他者の戦争体験を伝えようとする実践に着目し、学際的なアプローチと斬新な発
想によって実際に展示をつくり、この展示を通して見学者がどのように戦争体験継承に向き合
ったのか調査し、その学術的意義を検証するものである。 
 
３．研究の方法 
（１）研究代表者、研究分担者、研究協力者を中心に期間中に１１回のワークショップを開催
した。ここではまず、これまでの平和博物館における戦争体験継承の実績と課題に対する共通
の理解を深めた。その後、体験の無い世代による継承の取り組みに着目し、実践者を招いて検
討を行った。フォトジャーナリスト、伝承者、歴史写真調査、沖縄戦の遺品収拾活動の支援、
ビジュアル・スノグラフィー作品の制作など様々な分野での継承の実践は、戦争体験継承の多
様性と可能性を示した。 
 
（２）また、戦争体験にアプローチする展示技法の幅を広げるため、代表者と分担者は、国内
外の負の遺産に関わる博物館展示調査を行った。 
 
（３）これらをもとに、代表者、分担者、協力者に展示の実務者を交えて展示を構想した。こ
のとき、戦争体験とは何か、その継承とは何か、なぜ、継承が必要なのかを来館者に問いかけ
る展示とすることを最も重視した。体験継承の制度化により「聞き手はサービスの受け手」と
なり、体験を聞くことが必ずしも「その意味を問い続ける」ことに繋がらない（根本 2018）
という問題が、戦争体験の継承における喫緊の課題だからである。 
 
（４）展示構想をもとに、立命館大学国際平和ミュージアムが収蔵する被爆資料についての来
歴調査と、資料の持ち主とされた人物の遺族や同じ状況に居た生存者への聞き取り調査を行っ
た。調査と展示案の往復を繰り返しながら、2018 年度立命館大学国際平和ミュージアム秋季特
別展「8月 6日」を制作した。調査の過程では、想定外の事実も見つかり、それらを手がかり
に、来館者に展示資料の来歴を通して、戦争体験とは何かを問いかけた。（兼清 2019） 
 
（５）実施された展示に対して、調査票を用いた来館者調査と展示内での問いに対する来館者
の書き込みの分析、展示評ラウンドテーブルを実施し、この展示を通して見学者がどのように
戦争体験継承に向き合ったのか、その学術的意義を検証した。 
 
４．研究成果 
（１）最終的な成果である展示の詳細、背景となった理論、出品資料などについては『立命館
大学国際平和ミュージアム、8月 6日：2018 年度秋季特別展』、１１回のワークショップの概
要、展示構想過程の議論の記録、聞き取り調査記録、展示概要、来館者調査と来館者の書き込
み分析、展示評については『2016－2018 年度科学研究費補助金挑戦的萌芽研究研究成果報告書 
平和博物館における戦争体験継承のための展示モデル構築』を発行した。研究成果の詳細はこ
の 2冊を参照いただきたい。 
 
（２）本研究の第一の成果は、これまで定式化してきた戦争体験継承の遺産化に対して、戦争



体験を次世代に残す遺産ではなく、伝え手と受け手の相互行為（コミュニケーション）の中で
成立するものとし、来館者が受け手としての主体性を持つことができる展示の制作を目指した
ことにある。 
 
（３）第二の成果は、戦争体験継承の実践から、継承行為の多様性が確認できたことにある。
証言や資料に向き合うことは、受け取ることではなく、語りなおすことであった事例、言葉以
外の行為での継承の可能性、相互行為の中で他者の戦争体験に迫ろうとするときに起こる変化
などを、実践者たちは示した。 
 
（４）第三の成果は、これらの論点を、斬新な発想で展示として展開したことにある。 
①時系列を遡って見せ、資料の来歴を覆し、継承行為の是非を来館者に問いかける歴史展示
は、これまでにないアプローチである。この発想は、戦争体験継承に対する再考を促して来館
者に継承のバトンを渡す可能性を開いた。また、いつ、どこで、誰が何をしていたのか、具体
性を持って体験の細部を追求する方法は、資料によるリアリティの汲み取り方に新しい可能性
を示した。 
②戦争体験継承の場とされる８月６日の広島平和記念公園で繰り広げられる多様な営みを映し
出す多数の映像の中に来館者を投じたり、被爆資料を見る来館者自身の姿をわずかの時差を持
って眼前に投影する映像展示は、映像を通して来館者を歴史に従事させる新たな方法を提示し
た。 
 
（５）第四の成果は、見学における来館者の思考を分析し、展示による戦争体験継承の可能性
とともに、課題を明らかにしたことにある。 
①来館者調査では、平和学習で獲得した正解を示すことに重きを置いたり、強烈な印象を与え
る局面のみに反応することで、それらの関係性に目を向けたり、継承の意味を考察する方向に
向かわない見学傾向もあることが明らかになった。 
②博物館展示は、見学者の解釈に開かれたものであり、展示の狙いとは異なる解釈も自由であ
る。その中で、戦争体験に対する考察を深める場であるためには、制作側の考えを提示するだ
けでは不十分であり、展示と見学者の相互行為の性質についても慎重な考察が必要であり、制
作側は常にこの課題を突きつけられながら実践を続けることになる。 
 
（６）第五の成果は、本研究では、展示の企画段階や制作過程の議論、見学者の受け止め方な
どを記録したことである。先行事例を検討する中でも、戦争体験継承にかかわる議論と展示実
践は豊富にありながら、それらがどう結びつき、何をもたらしていたのか直接的な資料が残さ
れていないことが課題として浮上した。本研究の実施は、今後、周辺領域の研究と戦争体験継
承展示の実践を結びつける上でも有用なものとなった。 
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